
１．概要

本ツールは、ＨＴＭＬ等の知識が無くても、ファイル管理のイメージでコンテンツを管理することが出来きます（フォルダやファイルの管理）。

また、システム部門では、ＷＥＢサーバと本ツールが動作可能な環境を用意するだけでよく、コンテンツの管理は、情報発信部門に任せることができます。
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２．システム構成

本ツールは C# で作成しており（.NET Framework 4が必要）、ＷｅｂサーバのCGIとして動作します。

情報を共有するフォルダは、Ｗｅｂサーバ内に作成しますが、別サーバの共有フォルダを指定することも可能です。

●単一サーバ構成 ●複数サーバ構成

.NET Framework .NET Framework 4 が必要です。

Windows Server 2008 R2,  Windows 7　で動作確認をしました。

WEBｻｰﾊﾞｰ IIS 7 で動作確認をしました。

Webクライアント Internet Explorer 8, 9 と Google Chrome v19、v20  にて確認いたしました。

項目 内容

ＯＳ

Ｗｅｂサーバ 　・営業部
　・製造部
　・総務人事部
　・品質保証部

 D:\共有\営業部
 D:\共有\製造部
 D:\共有\総務人事部
 D:\共有\品質保証部

Ｗｅｂサーバ 　・営業部
　・製造部
　・総務人事部
　・品質保証部

営業部サーバ

製造部サーバ

総務人事部サーバ

品質保証部サーバ
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３．システム機能

３－１　機能一覧

本ツールには、以下の機能があります。

検索機能 ファイル名やフォルダ名を検索します

リンク生成 メニューに他のホームページのリンクが設定できます

コード解読困難機能 ホームページのコード内のCGIのパラメータ等を、解読困難なようにアンパックコードを用いています

フォルダ生成 管理者モード時において、フォルダの生成が行えます

お知らせ表示 フォルダ内のお知らせの情報がある場合、その内容を表示します

ファイルのアップロード 管理者モード時において、ファイルのアップロードが可能です

削除機能 管理者モード時において、ファイルやフォルダの削除が行えます

ゲストモード（初期時） フォルダ内の表示とファイルのダウンロードしかできません

ファイルのダウンロード フォルダ内のファイルをダウンロードし表示します

表示ロック機能 フォルダーをパスワードによって保護し、特定の人しか表示できないようにすることが可能です

管理者モード 管理者モードでは、フォルダの作成・削除、ファイルのアップロード・削除が可能です

メニューの自動生成 メニューのページを自動生成します

機能 内容

トップページの自動生成 トップのページを自動生成します
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３－２　ゲストモード

ゲストモード（初期値）では、フォルダ内のファイルの表示と、ファイルのダウンロードが可能です。
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３－３　管理者モード

管理者モードでは、フォルダ内のファイルの管理ができます。

5



製品案内 SSD製品名 作成者2012/06/29作成日版資料名社内情報共有ツール 1

４．システム設定

４－１　入り口ページ（ユーザ作成）

入り口のページ（Index.html等）は、ユーザが以下を参考に作成してください。

※変更箇所は赤字の箇所で、config=XXXXX はシステム設定ファイルを指定します（次頁参照）。

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN">
<HTML LANG="ja">
<HEAD>
<TITLE>（株）尼崎金属工業 情報共有</TITLE>
</HEAD>
<FRAMESET cols="200,*" frameborder="1" framespacing="0" border="0">
  <FRAME src="\scripts\Contents.exe?func=menu&config=C:\TestShare\__config.txt">
  <FRAME src="\scripts\Contents.exe?func=top&config=C:\TestShare\__config.txt" name="subform">
</FRAMESET>
</HTML>
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４－２　システム設定ファイル

システム設定ファイル（上記のc:\TestShare\__config.txt）によって、公開するフォルダーやトップページのお知らせファイルを指定します。

# タイトルを指定してください。
TITLE | 尼崎金属工業株式会社

# トップページに表示したいニュースファイルを指定してください。
NEWS | C:\TestShare\__news.txt

# 各メニューを指定してください（名称、フォルダー名）
MENU | 営業部,C:\TestShare\営業部
MENU | 製造部,C:\TestShare\製造部
MENU | 総務人事部,C:\TestShare\総務人事部
MENU | 品質保証部,C:\TestShare\品質保証部
MENU | その他,C:\TestShare\その他

LINK | Yahoo, www.yahoo.co.jp, Yahooのホームページ
LINK | Google, www.google.co.jp, Googleのホームページ
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４－３　フォルダ内の設定ファイル

以下のファイルをトップフォルダ内（お知らせ表示設定ファイルは各フォルダー内に設定）に設定します、これにより各部署ごとに設定を変更することが可能です。

また、各設定ファイルはゲストモード時は表示されません。

 表示ロックパスワード  __pass_lock.txt  表示ロック用パスワードを設定します（このファイルがない場合は表示ロックしません）

 お知らせ表示  __news.txt  フォルダを表示したときに、表示するお知らせ内容を設定します

 管理者パスワード  __pass_admin.txt  管理者用パスワードを設定します（このファイルがない場合は管理者モードにはなれません）

 コンテンツ表示  __contents.txt  トップページのコンテンツ内容を設定します

設定ファイル ファイル名 内容
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５．インストール方法

特にインストーラはありません、ファイルのコピーとＩＩＳの設定だけで使用可能となります。

３－１　インストール手順

●.NET Framework 4 のダウンロード先

http://www.microsoft.com/ja-jp/net/netfx4/download.aspx

３－２　ファイルのコピー

本ツールの配布ファイルは以下の内容です。

 TestShare.html  デモ用の入り口　（ http://localhost/TestShare.html でデモ表示）

 scripts  本ツールの実行ファイルが入っているフォルダ

 TestShare  デモ用の共有ファイル

　ファイルのコピー 　本ツールの実行モジュールやアイコンをコピーします

　IISの設定  本ツールが実行できるように、 IISの設定を行います

　.NET Frameworkのｲﾝｽﾄｰﾙ 　.NET Framework 4 がｲﾝｽﾄｰﾙされていない場合、以下のＵＲＬからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

ファイル/フォルダ 内容

手順 内容

 images  本ツールで使用するアイコンファイルが入っているフォルダ
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本ツールのインストールファイルを解凍し、C:\inetpub\wwwrootフォルダに、以下のファイルをコピーします。

TestShareフォルダを C:\ にコピーします。
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３－３　ＩＩＳの設定（ＩＩＳ 7）

IISのマネージャーにて、以下の設定を行います。

（１）ＣＧＩの設定

Webサーバをクリックし、「ISAPI および CGIの制限」を実行します。
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「追加」をクリックします。

以下の様に CGI を追加します。
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（２）ハンドラーマップの編集

「Default Web Site」の「ハンドラーマッピング」を開いて、「CGI-exe」を以下の様に編集します。
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（３）確認

ＩＥにて、ＵＲＬを　http://localhost/TestShare.html を入力して表示されるか確認します。
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